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3　食料の安定確保を目指す国連食料農業機関 FAOが、衰退しつつある伝統的な農業、文化風習、生物多様性などの保全を目的に 2002 年に開始
した認定制度。
4　ここでの聞き書きは、NPO「共存の森ネットワーク」が主催する「聞き書き甲子園」（2002 年から毎年開催）で用いられている手法を採用している。
毎年 100 人の高校生が、森や海・川の名人 100 人を訪ね、その知恵や技術、ものの考え方や人となりを「聞き書き」し記録する活動で、名人
の語り口調を一言一句書き起こし、その語り口だけを用いて作品をまとめる手法である（渋沢 2005：314-323）。
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た。
　筆者は、2018 年 4 月 30 日 ~5 月 4 日の 5日間、イフガ
オ州フンドゥアン郡ハパオ村で、イフガオ州の高校教師 18
名を対象に実施された聞き書き演劇ワークショプと、2018



































ショプは、フンドゥアンのハパオ村 ( 図 2) で開催された。
フンドゥアン役場の調べによると、ハパオ村の世帯数（2011


























































ル」プログラムが 2007 年に始まった。2009 年からは小学
校の教員でも理科の授業で、民の知識を指導できるように











2012 年から CGN の招聘を受け、演劇ファシリテーターと
図 3棚田が広がるハパオ村　2018 年 5月筆者撮影
図 4 田植えの時期のハパオ村周辺　2016 年 1月　筆者撮影
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図 5　身体の動きによる表現　　 図 6タブロー〈静止〉による表現
図 7　ドゥムパッグからの聞き書き 図 8　聞き書きを模造紙にまとめる
図 9聞き書きをモノローグで表現 図 10　各場面の演技を構成
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図 11　観光客をガイドする青年 図 12　田植えをする農婦の家族 図 13 石垣を補強するためのバタン
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図 14 農家に戻った男性と家族 図 15 有機栽培を嘲笑される女性
図 16 身の上を語り合う学生 図 17 伝統文化継承者の語り
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図 18 稲を収穫する女性たち 図 19 ドゥムパッグと夫の語り
※写真 9~19　2018 年 5月 4日撮影　CGN提供
図 20収穫儀礼フワを見守るドゥムパッグの家族 図 21 伝統と現代の葛藤を綱引きで表現
図 22 ムンバギ（写真右）による収穫儀礼フワ
2014 年 8月 15日撮影筆者
図 23 ハパオ川での綱引きプンノック
2014 年 8月 16日撮影筆者
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18　上田街中演劇祭では、同時に上田市稲倉棚田で聞き書き演劇ワークショップも実施した（2018 年 9月 16日、10月 13日）。
は、身体知を中心とした文化の教育資源化といえる。
　　ハパオ村の綱引きプンノックをはじめとする農耕儀礼
も、身体知を通じて次世代に繋ぐための教育資源と捉える
ことができる。地域の紐帯と持続可能性を目的とした儀礼
が身体技法を通じて身体知を継承してきたことと、聞き書
き教育演劇で身体技法を用いた教育資源化に、身体知によ
る伝統知の継承という共通性を見出すことができる。
　何のために、誰のための資源化であるかの問いに当ては
めると、次世代に伝統知を継承することのために、地域共
同体のための資源化プロセスと言える。一方、目先の経済
的利益を最優先した観光資源化は、伝統知を継承する地域
共同体の基盤を崩壊し、観光資源でもある大棚田の衰退も
免れない。世界文化遺産の大棚田群の価値は、農耕儀礼を
基盤とする地域共同体の持続可能性に拠るところが大きい。
そのためには、農耕儀礼、棚田の石垣づくり、水路づくり、
伝統農法などの伝統知を次世代に継承することを目的とし
た聞き書き教育演劇による文化の教育資源化の動向を今後
も注目したい。
参考文献
Guilingen、Renato2018　『演劇ワークショップでアジアの
農村をつなぐ』、CGN。
内堀　基光（編）　2007『資源と人間』：15-43、弘文堂。
合田　濤　1998　『イフガオ　ルソン山地民の呪詛と変
容』、弘文堂。
渋沢　寿一2005『森の名人ものがたり』：314-323、アサ
ヒビール。
清水　展　2007　山下晋司（編）『資源化する文化』：123-
150、弘文堂。
2013『草の根グローバリゼーション』、京都大学学術出版会。
関口　広隆　2012『世界遺産を守る民の知識』明石書店
反町　眞理子 2018　『演劇ワークショップでアジアの農村
をつなぐ』、CGN。
花崎　攝　2018　『演劇ワークショップでアジアの農村を
つなぐ』、CGN。
日丸　美彦　2013 稲村　哲也（編）『共生の文化研究 8』、
愛知県立大学多文化共生研究所。
森山　工　2007　山下晋司（編）『資源化する文化』：61-
91、弘文堂。
山下　晋司（編）2007『資源化する文化』：13-24、弘文堂。
